
 平成31年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～30年度）】 【31年度】 【今後予定（32年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 3 -

1-4
局・課名

2,779 2,776

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 30年度予算 31年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： その他一般

平成31年度要求額平成29年度決算額

事業名 精神医療審査会

：
健康福祉局

こころの健康センター
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

予備委員配置に伴う体制を
確保し、事業の継続実施

事業の継続実施

平成30年度予算額

4,397 5,368 審査会委員20名による議事及び実地面接

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

17,044

8,550

435

137

262

4

実地面接旅費

専用電話、郵送費等

430

69

74

2

　H　～　H

事業

概要

精神障害者の人権に配慮しつつ、その適正な医療及び保護
を確保するために、精神科病院に入院している精神障害者
の処遇等について、独立した機関として専門的な審査を行う
ことを目的とする。

精神医療審査会を運営する。なお、審査会は複数（3）の合議
体に分かれており、具体的な審査等はその合議体単位で行
う。

（精神医療審査会の事務の概要）
①退院等の請求の処理
精神科病院に医療保護入院（強制入院）中の者等からの請
求に応じ、その入院や処遇が適当であるかを審査する。
②定期の報告等の審査
精神科病院に強制入院中の者等に関する届や報告を受け、
その入院や処遇が適当であるかを審査する。

【退院等の請求に対する実地面接を速やかに行うことにより、審査
業務の円滑化を図る】
精神障害者の人権に配慮しつつその適正な医療及び保護を確保す
るためには、速やかな審査業務が求められているが、精神科病院
への措置入院の件数増加や、それに伴う業務量増加の傾向は続い
ている。このような状況に対応すべく、審査委員を適切に配置し、実
地面接を速やかに行い、審査業務の円滑化を図る。

審査会委員等の旅費

8,325

16,564

通信運搬費
精神医療審査会連絡協議会シンポジウムシンポジウム参加負担金

15,998

債務負担行為

審査会委員報酬

印刷製本、専門書籍購入費等 法律関係書籍購入等

専門職(非常勤)の給与 精神保健福祉士1名

定期の報告書類作成の報償費 入院届及び定期病状報告

108011整理番号

合計 16,564 17,044

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・平成18年度、政令指定都市
移行と同時に事業開始
・平成26年度、改正精神保健
福祉法施行


